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大泉町公民館だより

8

は
な
み
ず
き
通
り

１

楽
陶
会
　
竹 

澤
　
幸 

江

　

こ
ん
に
ち
は
、
大
泉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

で
す
♪　

私
た
ち
は
２
０
０
１
年
に
実
施
さ

れ
た
大
泉
町
公
民
館
主
催
マ
ン
ド
リ
ン
講
座

の
修
了
生
を
母
体
に
４
月
に
誕
生
し
、
「
国

民
文
化
祭
ぐ
ん
ま
２
０
０
１
マ
ン
ド
リ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
初
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
愛
・
地
球
博
マ
ン
ド
リ
ン
ビ

ッ
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
５
」
、
萩
原
朔
太

郎
生
誕
１
２
０
年
記
念
「
前
橋
マ
ン
ド
リ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
、
町
制
50

周
年
記
念

式
典
に
出
演
。
他
に
も
納
涼
祭
、
地
域
社
会

講
座
、
施
設
慰
問
等
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
「
マ
ン
ド
リ
ン
と
ス
テ
キ
な
仲
間

た
ち
」
は
「
明
る
く
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
今
年
４
月
で
18

回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

現
在
Ｍ
先
生
の
厳
し
く
も
愛
情
溢
れ
る
ご

指
導
の
下
、
来
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
指
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
老
若
男
女
32

名
が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

町
公
民
館
に
て
毎
週
水
曜
、
午
後
７
時
か

ら
９
時
30

分
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
見
学
に
来
て
下
さ
い
。
私
た

ち
と
一
緒
に
マ
ン
ド
リ
ン
を
奏
で
て
み
ま
せ

ん
か
！ 大

泉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

大泉
マンドリンクラブ大泉
マンドリンクラブ

大泉マンドリンクラブホームページ　http://oizumimc.stars.ne.jp

今
月
号
よ
り
公
民
館
で
活
動
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。
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あ
な
た
の
故
郷（
ふ
る
さ
と
）
ど
こ
で
す
か
？

 
 
 

日
本
全
国
ふ
る
さ
と
発
見
!!

　
北
海
道
帯
広
市
①

青森県

○苫小牧市

○札幌市

北海道
○旭川市

○富良野市

○
釧
路
市

○函館市

○
稚
内
市

●
帯
広
市

●面　積　　６１９．３４ｋｍ2

●人　口　　１６６，２７２人

　　　　　　　（令和元年６月末）

●市の木　　シラカバ

●名前の由来：アイヌ語のオペレ

　ペレケプ（河口がいくつにも分

　かれている川）がなまって帯広

　となったと考えられている。

帯広市の概要

参考：北海道帯広市ホームページ

◆
大
泉
に
は
い
つ
ご
ろ

　
　
　
　
来
ら
れ
ま
し
た
か

　

昭
和
47

年　

夫
の
転
勤
で
来
ま
し
た
。

◆
帯
広
市
の
概
要

　

帯
広
市
は
、
北
海
道
東
部
の
十
勝
地

方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
人
口
約

17

万
人
の
ま
ち
で
す
。

　

面
積
は
お
よ
そ
619  

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
東
京
23

区
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で

す
。
南
西
部
は
十
勝
幌
尻
岳
な
ど
日
高

山
脈
が
占
め
、
市
域
の
１
割
が
「
日
高

山
脈
襟
裳
国
定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
中
央
部
・
北
東
部
の
平
地
は
、

そ
の
約
半
分
が
農
地
で
あ
り
、
全
国
で

も
有
数
の
大
規
模
経
営
の
畑
作
・
酪
農

地
帯
に
な
っ
て
お
り
、
十
勝
地
方
の
中

心
地
と
し
て
農
産
物
集
積
地
、
商
業
都

市
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
、
古
く
は
先
住
民
の
ア
イ

ヌ
の
人
々
が
、
独
自
の
文
化
を
築
い
て

お
り
、
明
治
に
入
り
本
格
的
な
開
拓
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
自
慢

　

帯
広
に
は
、
北
海
道
で
も
有
名
な
、

ば
ん
え
い
十
勝
帯
広
（
競
馬
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
お
び
ひ
ろ
動
物
公
園
、

砂
糖
の
原
料
と
な
る
作
物
で
あ
る
ビ
ー

ト
（
て
ん
菜
）
の
資
料
館
、
北
海
道
の

代
表
的
な
お
菓
子
で
有
名
な
お
店
の

『
六
花
亭
』
や
『
柳
月
』
な
ど
が
あ
る
他
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

農
産
物
は
、
と
う
き
び
、
あ
ず
き
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
新
鮮
な
野
菜
が
自
慢
で
す
。

近
く
に
は
十
勝
川
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

　

十
勝
川
に
は
多
く
の
鮭
が
遡
上
し
、

そ
の
時
季
は
観
光
客
が
多
く
訪
れ
、
鮭

を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
帯
広
市

は
、
釧
路
と
札
幌
の
中
間
に
位
置
し
て

お
り
、
交
通
の
便
の
良
い
所
で
す
。

◆
初
め
て
大
泉
町
に

　
　
　
来
た
時
の
印
象
は

　

車
が
あ
れ
ば
２
時
間
以
内
で
、
群
馬

県
の
温
泉
や
各
地
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

移
動
に
は
便
利
な
所
で
楽
し
く
感
じ
ま

し
た
。
始
め
は
、
群
馬
県
に
夫
が
転
勤

と
聞
か
さ
れ
た
と
き
は
、
戸
惑
い
ま
し

た
。
群
馬
県
は
『
か
か
あ
天
下
に
空
っ

風
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
聞
か
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
来
て
み
る
と
、

そ
の
通
り
働
く
お
母
さ
ん
の
姿
を
見
る

と
、
天
下
の
意
味
も
分
か
り
安
心
し
ま

し
た
。
今
は
こ
こ
が
故
郷
に
な
り
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
大
泉
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
　
　
　
　
　
ど
こ
で
す
か

　

み
な
親
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
雪

が
少
な
い
ま
ち
で
凍
り
つ
く
事
が
な
い

冬
季
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。（
帯
広
市
で

は
、
冬
は
氷
点
下
の
毎
日
で
し
た
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　

   　

（
19

区
Ｔ
・
Ｏ
）
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私
達
は
、
「
心
身
共
に
健
康
を
維

持
す
る
」
こ
の
事
は
誰
で
も
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
手
段
と
し
て
「
健
康
吹
き
矢
」

は
「
腹
式
呼
吸
」
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
脳
の
活
性
・
腹
筋
強
化
・
冷
え

性
の
改
善
・
血
液
の
循
環
促
進
・
便

秘
解
消
等
の
効
果
が
期
待
で
き
る
方

法
で
す
。

　

吉
田
東
公
民
館
で
は
、
平
成
21

年

に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
町
内
の
各
地
域
公
民
館

に
呼
び
か
け
て
、
現
在
７
団
体
が
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
健
康
吹

き
矢
」
の
活
動
が
基
で
歩
行
が
困
難

だ
っ
た
人
が
、
現
在
は
普
通
に
歩
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
健
康
を

取
り
戻
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　

春
と
秋
に
審
査
会
を
開
催
し
、
実

力
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
の
５
月
に
開
催
さ
れ
た
春
の
審

査
会
で
は
、
四
段
か
ら
一
級
ま
で
の

合
格
者
が
12

名
出
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
自
分
自
身
で
も
研
鑽

し
て
い
く
と
と
も
に
、
多
く
の
人
が

「
健
康
吹
き
矢
」
に
挑
戦
し
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
22

区　

Ａ
・
Ａ
）

大
泉
町
公
民
館
陶
芸
協
議
会

第
16

回
陶
芸
展
＆
体
験
教
室

■
日
時
　
10

月
19

日
（
土
）
・
20

日
（
日
）

　
　
　
　
19

日
　
午
前
10

時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
20

日
　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
会
場
　
大
泉
町
公
民
館

　
　
　
　
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー
及
び
陶
芸
室

■
体
験
教
室
　
希
望
者
は
陶
芸
室
で
陶
芸

　
　
　
　
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
19

日
・
20

日
の
両
日
と
も
、
午

　
　
　
　
前
・
午
後
各
７
名
ま
で
先
着
順

　
　
　
　
で
体
験
で
き
ま
す
。

■
入
場
料
・
体
験
料
　
無
料

■
バ
ザ
ー
　
両
日
と
も
に
、
会
員
手
作
り

　
　
　
　
　
の
作
品
を
販
売
し
ま
す
。

◆
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※

南
・
北
・
西
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の

　
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

※

お
問
い
合
わ
せ
等
く
わ
し
く
は
、

　
小
出 

☎

（
63

）
５
９
８
５ 

ま
で
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

大泉町公民館および

南別館閉館時間変更のお知らせ

　８月13日(火)から16日(金)はお盆のため、

町公民館・南別館ともに、午後５時で閉館

（住民活動支援センターは、13日(火) から

　16日(金) は通常通り）とさせていただき

ます。

※お問い合わせ等くわしくは、

　　　　橋本☎６３－３２８６まで。

【日時】８月25日(日)

　　　　 午後１時30分～

【会場】大泉町公民館　２階　大会議室

【内容】「竹取り物語」

　　　　落語「てんしき」ほか

【主催】大泉朗読の会ベビーヴォイス

●第23回  朗読発表会

わたしと
 たのしい 
  にしじどうかん

西小２年

   かめい  めい

　

わ
た
し
は
、
火
曜
日
は
学
校
が

お
わ
る
と
に
し
じ
ど
う
か
ん
に
歩

い
て
い
き
ま
す
。

　

つ
い
た
ら
さ
い
し
ょ
に
、
し
ゅ

く
だ
い
を
し
ま
す
。
し
ゅ
く
だ
い

が
お
わ
っ
た
人
か
ら
あ
そ
び
ま
す
。

　

晴
れ
て
い
る
日
は
、
そ
と
で
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
お
に
ご
っ
こ
、
虫

と
り
な
ど
を
し
ま
す
。
く
も
り
や

雨
の
日
は
、
へ
や
の
中
で
、
す
べ

り
だ
い
や
お
ま
ま
ご
と
を
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
お
り
紙
を
し
た
り
本
を

読
ん
だ
り
、
ぬ
り
絵
や
お
絵
書
き

も
し
て
あ
そ
び
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
と
も
だ
ち
と
い
っ

ぱ
い
あ
そ
べ
る
じ
ど
う
か
ん
が
大

す
き
で
す
。
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へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

　
　

五
月
末
、
祖
母
が
他
界
し
た
。
還

暦
前
の
私
の
祖
母
は
、
そ
う
、
白
寿
。

九
十
歳
過
ぎ
て
も
施
設
で
、
手
で
押
す

も
の
を
使
っ
て
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い

た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
大
往
生
で
あ
る
。

　

子
や
孫
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
祖
父
が

眠
る
お
墓
に
納
め
ら
れ
た
。
半
世
紀
近

く
待
っ
た
ね
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
〈
政
〉

　
　

日
本
の
梅
雨
時
や
夏
の
不
快
指
数

は
世
界
的
に
も
稀
に
み
る
数
値
と
の
こ

と
。
暑
さ
で
は
イ
ン
ド
や
中
東
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
気
温
と
湿
度
の
ダ
ブ
ル
パ

ン
チ
が
辛
い
。

　

雨
上
が
り
の
貴
重
な
晴
れ
間
に
は
雑

草
と
の
格
闘
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
〈
卓
〉

　
　

吉
田
西
公
民
館
で
、
チ
ャ
イ
ム
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
使
っ

た
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。
ベ
ル
は
、
私

が
想
像
し
て
い
た
物
よ
り
大
き
く
そ
こ

か
ら
流
れ
出
る
音
色
は
、
聞
く
者
の
心
に

優
し
い
気
持
と
癒
し
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

こ
の
楽
器
は
、
昔
英
国
の
教
会
の
塔
の

上
に
あ
る
ベ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
な
。

　

最
後
に
み
ん
な
で
♪
ふ
る
さ
と
♪
を

合
唱
。
私
に
と
っ
て
大
き
な
声
で
歌
い

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
〈
艶
〉

■

貸
出
冊
数
　
１
人
１
冊 

■

貸
出
期
間
　
１
週
間

■

貸
出
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 ※

課
題
図
書
の
貸
出
予
約
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
公
民
館
図
書
室
よ
り

課
題
図
書
貸
し
出
し
の

お
知
ら
せ

町
公
民
館
図
書
室
よ
り

課
題
図
書
貸
し
出
し
の

お
知
ら
せ

《
課
題
図
書
一
覧
》

●
小
学
校

・
低
学
年

　

魔
女
の
の
ろ
い
ア
メ
／
ス
タ
ン
リ
ー
と

　

ち
い
さ
な
火
星
人
／
心
っ
て
ど
こ
に
あ

　

る
の
で
し
ょ
う
？
／
も
ぐ
ら
は
す
ご
い

・
中
学
年

　

か
み
さ
ま
に
あ
い
た
い
／
子
ぶ
た
の
ト

　

リ
ュ
フ
／
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
し
ゅ
ん

　

か
ん
図
鑑
／
季
節
の
ご
ち
そ
う
ハ
チ
ご

　

は
ん

・
高
学
年

　

ぼ
く
と
ニ
ケ
／
か
べ
の
む
こ
う
に
な
に

　

が
あ
る
？
／
マ
ン
ザ
ナ
の
風
に
の
せ
て

　

／
も
う
ひ
と
つ
の
屋
久
島
か
ら

●
中
学
校

　

星
の
旅
人
／
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
／
サ

　

イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク

●
高
等
学
校

　

こ
の
川
の
む
こ
う
に
君
が
い
る
／
ザ
・

　

ヘ
イ
ト
・
ユ
ー
・
ギ
ヴ
／
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

　

学
校
を
つ
く
る

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

■第４７回公民館まつり特別企画

令和元年11月10日（日）

 　 大泉町文化むら　大ホール

●時  間  午後１時００分  開 演

　　　　   （午後０時３０分　開 場）

●入場料　前売 2,000円   当日 2,500円

　　　 （チケットの販売は、８月中旬頃からになります）

●取扱先

・各地域公民館長

・大泉町公民館　　☎６２－２３３０

・大泉町文化むら　☎６３－７７３３

◆未就学児の入場はできません

※お問い合わせ等くわしくは、町公民館まで。
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お 笑 い ラ イ ブお 笑 い ラ イ ブお 笑 い ラ イ ブ

ザ・たっち

他出演者

三遊亭天歌

林家きよひこ

ホンキートンク


